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A CASE OF BILATERAL TESTICULAR TUMOR
 Shigeto TANAKA and Yoji MORIKAWA 
From the Department of Urology, Osaka Municipal Kita Citizen's Hospital 
Tatsuya NAKATANI, H1toshi KOBAYAKAWA, Ryoji YASUMOTO 
               and Masanobu MAEKAWA 
From the Department of Urology, School fMedicine, Osaka City University
   A case of bilateral germ cell tumor of the testis is reported. In 1988, a 36-year-old male presen-
ted with painless swelling of left scrotal contents.Right orchiectomy and retroperitoneal lymph 
node dissection for embryonal carcinoma had been performed 5 years earlier. Left orchiectomy 
was performed and its histological finding was seminoma and embryonal carcinoma. Evaluations 
including CT scan and Ga scintigraphy revealed no metastasis. Postoperatively, the patient was 
treated with PVB therapy. Previous reports of bilateral germ cell testicular tumor were reviewed, 
and the age distribution, interval, and histological classification of these cases are discussed. 
                                                      (Acta Urol. 35: 1607-1612,1989) 



















は超鶏卵大,表 面平滑,弾 性硬であ り,副睾丸 との境
界 は 明瞭 であ った.前 立 腺 には 異 常 を認 め な い.
第1回 目入 院時 検 査 成 績:血 液 像;WBC5300/
mm3,RBC533×104/mm3,Hb17.19/dl,Ht52.o
%,Plt23.5×104/mm3.血液 生 化 学;電 解 質 お よび 肝
機 能 正 常.BuNgmg/d[,cro.7mg/d1,LDH323
CWU,HCGl.OmIU/ml,HCG,β0.lng/ml,
CEA1.1ng/ml,AFP889ng/ml.胸部x線 検 査,
CTで は遠 隔転 移 を 疑 わ せ る 所 見 は 認 め ら れ な か っ
た.
第1回 目手術 所 見 お よび病 理 組 織 学 的 所 見 ・ユ983年
12月26日,右高位 除 睾 術 を 施 行 した.標 本 は4.5×3.0
×2.5cm大の 右 睾 丸 内 に 限 局 した 腫 蕩 で,被 膜 に 被
わ れ て い た.組 織 学 的 に はreticulartubularpat.
ternを示 すpolygonalccllの増 生 よ りな りembry-
onalcarcinomaの所 見 で あ った.
術 後 経 過:右 高 位 除 睾 術 後,AFPは 正 常 に 復 した.
つ い で,1984年1月22日,後 腹 膜 リンパ節 郭 清 術 を 行
った が,転 移 は認 め られ な か った,そ の 後,外 来 に て
定 期 的 に 経 過 観察 を 行 って いた が,1988年10月25日頃
よ り左 陰嚢 内 容 の無 痛 性 腫 脹 が 出 現 した.圧 痛 お よび
透 光 性 は 認 め ず,副 睾 丸 と の境 界 は 明瞭 で あ った.左
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睾 丸 腫 瘍 の 疑 い に て,10月26日再 入 院 とな る.
第2回 目入 院時 検 査 成 績=血 液 像 に は異 常 な く,血
液 生 化学 ではLDHが762CWU,HCG一 β が9.9
ng/ml,AFPが123ng/mlと高 値 を 示 した ・
第2回 目手 術 所 見 お よび 病 理 組 織学 的 所見:1988年
10月27日,左睾丸 腫 瘍 の 診 断 に て 左 高 位除 睾 術 を 施 行
した.標 本 は6.5×3.Ox3.5cm大の 睾 丸 内 に 限 局 し






























死 組 織 で 占 め られ て い た(Fig.1).組織 学 的 に は間
質 に リンパ球 の浸 潤 を 軽 度 に 伴 うseminomaの所 見
にembryonalcarcinomaの混 在 が 認 め られ た(Fig.
2).
術 後経 過:左 高 位除 睾術 後,LDH,HCG一 β,AFP
は す べ て 正 常 に 復 した.ま た,Gaシ ンチ,CTに て
も転移 を疑 わ せ る所 見 を 認 め な か った.
術 後 の 化学 療 法 と してEinhornregimenに準 じ
たPVB療 法(CisDDP25mg/day5日間 連 日点 滴
静 注,ビ ンフ'ラス チ ン10mg/day週2回 静 注,ペ フ
ロマ イ シ ン10mg/day週1回 筋 注)を 施 行 した.以
後 外 来 に て 経 過 観察 して い るが,再 発 転 移 の 徴 候 は 認







































































































































































































両 側 停 留 睾 丸 癌31,460,'37
皮 紀 要39,57,'42
陰 嚢 裂 傷 京 都 日誌36,820,'42
医 学5,231,'48

























両側 停 留 睾 丸 日 泌65,132,'74




鼠 径 ヘ ル ニ ア 日 泌69,951,'78





























































佐 々木 不明 不 明 不明
佐 々木 不明 不 明 不明
佐 々木 不明 不 明 不明
佐 々木 不明 不 明 不明
佐 々木 不明 不 明 不明



























































































































る組 織 像 群 で は 左 右 どち らか にseminomaの 成 分 を
もつ ものが42例(95.5%)で,embryonalcarcinoma
の成 分 を もつ もの が33例(75.0%),teratomaの成
分 を もつ もの が19例(43.2%),choriocarcinomaの
成分 を もつ もの が4例(9.1%)で あ った.左 右 組織
像 の組 合 せ で はseminomaとembryonalcarcinoma
の組 合 せ が21例(47,7%)と最 も多 く,つ い でsemi・
nomaとteratomaの組 合 せ が9例(20.5%)と 多
か った.
両 側 睾 丸 腫 瘍 の 予 後 に つ い て は,藤 木4)は1年 生 存
率50%,3年 生 存 率17%で 片側 種瘍 が1年 生 存 率83
田中,ほ か:両 側睾丸腫瘍 1611
Table1-2。Bilateraltesticulargermcelltumorwithdifferenthistology
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36歳男子 の 非 同 時 発 生 両 側 睾丸 腫 瘍(1983年em-
bryonalcarcinoma,1988年seminoma十embryonal
carcinoma)につ い て報 告 した.本 邦 文 献 上,両 側 精













4)藤 本 佳 則,伊 藤 康 久,竹 内 敏 視,岡 野 学,徳 山
宏 基,栗 山 学,河 田 幸 道,西 浦 常 雄,酒 井 俊
助,清 水 保 夫,石 山 勝 蔵:両 側 精 上 皮 腫 の3例,
泌 尿 紀 要28=1437-1448,工982
(1988年12月21日受 付)
